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隔月1日発行

編集・発行／朝日大学企画課

朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。

オープンキャンパスを開催
１日大学生を体験
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学部（法学科）、経営学部（経営学
科・情報管理学科・ビジネス企画学

科）志望者を対象とした「オープンキャン
パス」が6・7・8月に穂積キャンパスで開催
された。
　県内外からは多くの高校生、保護者らが
来学、映像（DVD）による大学紹介、模擬授
業、入試・奨学金説明会、キャンパス見学、
ランチバイキングなどに参加し、大いに
「朝日大学」を体感した。
　模擬授業では、「なぜ、東京ディズニーラ
ンドに何度も行くのか」など、身近なテーマ
から大学での授業がわかりやすく体験で
き、参加者たちはその内容に目を輝かせて
いた。また、中京テレビでも紹介された大
好評のランチバイキングでは、学生スタッ
フや教員との会話もはずみ、本学でのキャ

ンパスライフについての話題に花が咲い
ていた。
　さらに、模擬法廷では実際に裁判官席
に着席したり、イングリッシュランゲー
ジサロンで外国人教員との英会話を
楽しむなど、本年度は朝日大学の特
色や魅力をより理解・体感できる
「オープンキャンパス」となった。

　歯学部志望者を対象とした「オープン
キャンパス」では、全国各地から歯学部へ
の入学をめざす高校生、保護者・家族らが
集い、本学の建学の精神、教育方針・カリ
キュラム、歯科医師国家試験への取り組み、
そして、歯科医師の魅力などの説明に熱心

法

に耳を傾けた。
　参加した高校生たちは、最新鋭の機器
を備えた臨床系実習室、附属病院等を見
学。見学先で行われた模擬実習では、シ
ミュレーション実習室で患者型マネキンの
歯を削る実習に加え、今年はインプラント
（人口歯根）を埋め込む実習が新たに加え
られた。参加者たちは、真剣な表情で「歯
科医療」を自分の手で実体験していた。
　未来の歯科医師たちは、朝日大学の歯
学教育を体験し、歯科医師をめざす気持
ちがより強くなったようであった。

未来の歯科医師を
目指す

模擬法廷で
裁判を実体験

「患者型マネキン」ではじめての歯科治療6号館でのランチバイキング

朝日大学では、高校生の夏休み期間を中心に、大学入学を志望する受験生及び
その保護者等を対象とした「オープンキャンパス」を開催した。
オープンキャンパスに参加した受験生たちは、模擬授業・実習、キャンパス見学
などを体験し、「１日大学生」を充分に満喫した様子であった。
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Hot Topics

ジュニア・ロースクール開講
模擬法廷で裁判を体験！

法教育公開シンポジウム
県弁護士会との連携事業

穂

法 教育公開シンポジウム」が朝日大学
穂積キャンパス６号館で7月12日

（日）に開催され、教育関係者や一般の参
加者ら100名が参加した。
　本学法学部と岐阜県弁護士会では、県
内における法教育の推進に寄与するため
の学術交流協定を本年６月に締結してい
る。今回のシンポジウムは、両者と岐阜県
法教育研究会（本年５月に設立）が連携し、
岐阜県教育委員会、岐阜市教育委員会、瑞
穂市教育委員会の後援により開催された。

　当日は、教育界、法曹界、報道機関の各
分野を代表する識者６名がパネリストとし

て参加、一般来場者や各分野の関係者を
前に、「国民の司法参加と学校における法
教育のあり方」をテーマに討論を行い、法
教育の必要性や課題等について意見を交
わした。
　今後も、本学と関係諸機関とが連携・協
力を深め、法教育推進にかかる事業などを
積極的に展開していくこととなる。

積キャンパス内の模擬法廷で、中学
生を対象とした「ジュニア・ロース

クール」が8月5日（水）に開講された。

教員免許状
更新講習を実施
高大連携を推進

本 学と岐阜県総合教育センターとの
「連携協力に関する協定書」に基づ

き、岐阜県教員を対象とした「教員免許状
更新講習」が穂積キャンパスで開催された。
　「教員免許更新講習」とは、教員として必
要な資質能力が保持されるよう、定期的に
最新の知識技術を身につけることで、教員
が自信と誇りを持って教壇に立ち、社会の
尊敬と信頼を得ることを目的に実施される
講習である。

本学で８月に実施された講習（下表のとお
り）には、県内６つの高等学校からのべ14
名の教員が参加、教育現場に生かそうと熱
心に本学教員の講義を聴講し、新たな知
識など身につけていた。

　裁判員制度の実施に伴い、国民の司法
参加が必須となった今日において、一般市
民に対する法教育、さらには、若年層に対
する学校での法教育がますます重要性を
増している。今回のジュニア・ロースクール
の開講は、岐阜県弁護士会、法学部を有す
る朝日大学、岐阜県内外に多数の教員を
輩出している岐阜大学、そして、県内学校
の法教育推進を目的として設立された岐
阜法教育研究会が連携し、法教育の実践
をめざすことで、中学生の夏休み体験学習
の一つとして開講したものである。

法教育の必要性について意見を交わすパネリスト

中学生たちが「模擬法廷」で裁判員制度を学ぶ

・ 岩﨑　大介（ビジネス企画学科教授）
・ 中畑　千弘（同学科教授）

▼  起業成功のための条件
ベンチャービジネスのための理論と
実践事例を学ぶ　

・ 森下伊三男（情報管理学科教授）
・ 畦地真太郎（経営学科准教授）

▼  情報化社会を生きぬくために
情報機器の活用、情報化社会におけ
る生徒の行動分析　

・ 小畠　信史（経営学科教授）
・ 後藤　宏行（経営学科准教授）
・ 中村　　良（法学部准教授）

▼  企業分析とM&A
時系列分析（期間比較）、キャッシュ
フロー分析とは何か

　模擬法廷に集まった50名を超える中学
生たちは、初めて体験する裁判所（模擬法
廷）の様子に少し緊張ぎみの様子。しかし、
そこは度胸のすわった中学生たち、すぐに
「裁判とは、いったいなんなの？」、「裁判で
裁判官・検察官・弁護士は何をしている
の？」などの疑問を解決しようと熱心に受
講していた。

パネリストが意見を交わす

教育現場で
研修成果を生かす

・大杉　昭英氏（岐阜大学教育学部教授）
・大倉　泰裕氏（文部科学省初等中等教育局教科調査官）
・酒向　総友氏（岐阜東高等学校校長）
・武藤玲央奈氏（岐阜県弁護士会法教育委員長）
・野村　克之氏（岐阜放送報道局長）
・大友　克之　（朝日大学学長）

パネリスト



のたび、本学出身の力士で新十両
昇進を決めた徳真鵬さん【木瀬部

屋】（元本学体育会相撲部所属・2007年3
月法学部卒業）が大友克之学長を訪問し、
新十両昇進を報告した。

　徳真鵬さんは、先に行われた名古屋場
所において、両幕下2枚目で4勝3敗と勝ち
越した。十両昇進は、その結果を受け、7月
29日に行われた大相撲秋場所番付編成
会議で決定したもの。
　現在、本学から３名の卒業生が角界で

活躍しているが、なかでも徳
真鵬さんは、十両昇進に最も
近い力士であった。去る６月
17日にも本学を訪れ、名古屋
場所への抱負を語ったが、ま
さに「夢」の実現を果たした。
　訪問では、徳真鵬さんから
新十両昇進の報告と「宮田侑
理事長をはじめ朝日大学のサ
ポートに感謝しています。」と
の謝意が述べられると、大友学長からは
「本学から初の関取誕生は、大学の名誉で
あり、後輩たちも勇気づけられます。今後は
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コーポレートガバナンスと危機管理 JAL機長による特殊講義

本学出身の徳真鵬さん

大友学長に新十両昇進を報告！

営学部の特殊講義が開講され、日
本航空インターナショナルの国際

線機長を務める古宇田誠一氏による「コー
ポレートガバナンスと危機管理」と題した
講義が6月24日（水）に行われた。
　本特殊講義は、「グローバル化時代の企
業を取り巻く環境を学ぶ」ことで、学内外の
講師によるオムニバス方式で授業が展開

経

こ

学部では、岐阜新聞編集局の加藤
邦男NIE担当を招き、特別講義が6

月10日（水）に行われた。
　受講学生たちを前に加藤氏からは、新
聞社の組織、紙面構成、新聞製作過程など
の解説、大学生としての新聞の読み方や
活用方法のアドバイス、新聞とテレビやイ
ンターネットによる報道の違いなどについ
て分かりやすく詳細な講義がなされ、出席
した学生たちは、新聞を読むことの重要

「新聞の読み方」を学ぶ
法学部特別講義を実施

法

「夢」の実現

されている。今回の講師は、JALボーイング
747-400型機の機長で総飛行時間6000
時間、現在は米州路線室に勤務する古宇
田氏。機長、パイロットそして一人の社会
人・企業人としての視点から、「コーポレー
トガバナンスと危機管理」が熱くかつ冷静
に語られた。

　変化が早く複雑な環境下へと変貌を遂
げた現代社会において、企業にとって
「コーポレートガバナンス（企業統治）」へ
の取り組みと「危機管理の体制整備」が重
要課題であること、90年代半ば以降にお
ける企業の不祥事を例に挙げ、一つの不
祥事が企業の浮沈に大きく関わり、そして、

その影響が関係取引先、ひいては社会全
体に対する不利益につながることなどが
詳しく解説され、「企業の社会性」が強調さ
れた講義であった。
　また、古宇田氏は、「総合力ある航空運
送グループとして、お客様、文化、そして心
を結び、日本と世界の平和と繁栄に貢献す
る。」とのJAL企業理念の解説を通じて、企
業とは「利潤追求と同時に市場から選ばれ、
そして社会貢献をはたさなければ、その存
在意義はない。」ことが説明され、経営学を
学ぶ学生たちにとって価値ある授業となっ
た

School Events

企業の社会性と存在意義

古宇田氏による経営学部「特殊講義」

コーポレートガバナンス［企業統治］
企業における意志決定の仕組み

NIE［Newspaper in Education］
新聞を教材にした学習活動

加藤氏による法学部「特別講義」

大友克之学長と新十両昇進が決まった徳真鵬さん

更に上位を目指してがんばってください。」
との激励の言葉がかけられた。
　徳真鵬さんの更なる飛躍を期待したい。

性、おもしろさを実感した。

　今回の特別講義では、時間との戦いを
強いられる取材活動や原稿執筆、報道デ
スク等での詳細な
原稿・レイアウト
チェック、紙面印刷
や遠隔地への配送
など多くのスタッフ
が新聞の製作に関
わることで、新聞が
日々発行されてい

ることが理解でき、学生たちからは、「これ
までと違った気持ちで新聞を読むこととす
る。新聞を貴重な情報源として活用した
い。」などの意見が多く聞かれた。
　全国的に若者の活字離れがさけばれる
ことから、法学部では、地域社会との連携
をはかることで、数年前からマスコミ関係

者等を講師として招き特別講義
を実施しており、今後もこの活動
を継続していく予定とのこと。

常に時間との戦い
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日大学では、（財）日本高等教育評
価機構による「大学機関別認証評

価」を本年度に受審することで現在最終的
な準備を進めている。「認証評価」とは学
校教育法に規定されているものであり、
2004年度から全ての大学・短大等は、教
育研究水準の向上に資するため、教育研
究、組織運営及び施設設備等の総合的な
状況に関し、７年（以内）ごとに文部科学
大臣が認証する評価機関の評価を受審す
ることが義務づけられている。

　本学は、既に1993年度から全学及び各
学部等に自己点検・評価実施委員会を設
置し、これまでも自己点検評価を継続的に
行い、学生・学費支弁者・同窓生・高校生・
地域社会などの「ステークホルダー」を見
すえた不断の改善・改革を実行に移してき
ている。
　６月25日（木）に開催された「法人・教学

部門協議会」では、宮田侑理事長から、認
証評価の趣旨及び目的等について説明が
なされると共に、「魅力ある大学、選ばれる
大学」をめざし本学がこれまで取り組んで
きた諸活動や諸方策をより一層推進して
いくことが肝要である旨の挨拶がなされ
た。出席した各委員たちは、本年度の「認
証評価」に向け全学が一丸となり、これま
で以上に「魅力ある大学、選ばれる大学づ
くり」に取り組んでいくことを再確認した。
　今後は、評価機構による実地調査（10月
26～28日）に向け、全学及び各学部等で
「認証評価」に向けた各種取り組み等が進
められることとなる。

「魅力ある大学、選ばれる大学」
をめざして

朝

本年度秋「認証評価」に向けて
「法人・教学部門協議会」を開催

宮田侑理事長が「法人・教学部門協議会」で挨拶

　本学歯学部では信頼性の高い医療と予
防医学の実践により地域社会での貢献を
はたしている。
　6回目となる「診療科紹介」では、附属村
上記念病院「泌尿器科」の取り組みを泌尿
器科の権威で同診療部長の江原英俊教授
から紹介願うこととする。

　今日内視鏡といえば胃カメラなどのファイ
バースコープを思い浮かべられる方が多い
ことでしょう。
　実は泌尿器科では100年以上前から膀
胱鏡が使用されています。20年前には、体外
から腎臓に向けて孔を開ける腎盂鏡が実用
化され、その後、直径3㎜弱の尿管鏡が開発
されました。しかしながら、これらは全て硬
性鏡と呼ばれる金属の棒の中に光を通す
ファイバーを入れたものです。膀胱鏡は外来
検査でも使いますが、特に男性にとっては大
変痛くて辛い検査でした。
　泌尿器科でも胃カメラのような軟性鏡と
呼ばれる、やわらかい管状のカメラが開発さ
れましたが、当初は普及しませんでした。そ
れは硬性鏡の方が、視野が明るかったから
です。その後、電子スコープが開発されまし
た。これは医者と患者が一緒にモニター画
面を見ることが出来ます。以前の軟性鏡より
も視野が広く明るく、また当然柔らかく、無
麻酔での膀胱鏡が可能です。一度軟性膀胱
鏡を経験しますと、硬性膀胱鏡は怖くて患
者さんは拒否されます。
　電子スコープ型の軟性尿管鏡も開発され、
これにレーザー破砕器を用いますと、腎臓か
ら尿道まで全ての結石を破砕できます。

　当院泌尿器科は本年7月1日の開設です
が、最新式の電子スコープ型の軟性膀胱鏡、
軟性尿管鏡とレーザー発生装置を備え、確
実な診断と治療に努めてまいります。
　結石はもちろん、表在性の膀胱癌や腎盂
尿管癌、さらに前立腺肥大症にもレーザー
治療が行え、入院期間の短縮など患者さん
にも福音となるでしょう。

泌尿器科とは診療科
紹 介

泌尿器科内視鏡の進捗

診療体制

力ある大学、選ばれる大学をめざす
朝日大学では、SD活動の一環とし

て若手職員（主任以下）を対象とした事務
職員一般研修会をじゅうろくプラザ内研修
室（岐阜市内）で実施した。
　今日の大学（高等教育）では、教育研究
をサポートする事務職員の資質向上が不
可欠であり、教育職員のFD（ファカルティ
ディベロップメント）活動推進と共に、事務
職員によるSD（スタッフディベロップメント）

活動のさらなる活性化が求められている。

　８月27・28日の２日間にわたり実施さ
れた今回の研修は、組織の中で求められ
る責任と役割について理解を深めると共
に、業務遂行において不可欠となる上司や
同僚、後輩職員とのコミュニケーション能
力を身につける趣旨で行われた。
　朝日大学では、今後もSD活動の活性化
を進め、教育職員らと共に「建学の精神」
の具現化に向け、「魅力ある大学、選ばれ
る大学」づくりに参画していくこととなる。

魅

コミュニケーション能力を高める
学外でSD研修会

外部講師による事務職一般研修

コミュニケーション
能力は不可欠

FD［fuculty development］
教員の教育能力を高めるための実践的手法

SD［staff development］
職員の意識改革、能力開発の実践的手法

えはら・ひでとし Ehara Hidetoshi
1961年生まれ 大阪府出身
岐阜大学医学部卒　医学博士、日本泌尿器
科学会専門医・指導医、日本透析医学会認
定医・指導医、日本がん治療認定医機構暫
定教育医。
岐阜大学医学部附属病院、埼玉中央病院、
浜松赤十字病院、羽島市民病院などで勤務。
2009年7月朝日大学に赴任。
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海外4カ国・7大学へ派遣

営学部ビジネス企画学科では、学
外研修の一環として鵜飼で有名な

長良川の上流で「ラフティング」を８月初
旬に実施した。「ラフティング」とは、チーム
でボートに乗り急流など変化に富んだ河
川を下るスポーツで、まさに「チームワー
ク」が不可欠な競技である。

　今回の研修は、ラフティングを通じて
チームワークの重要性を体感、組織による
共同作業を疑似体験することにより、学生
間のコミュニケーション能力の向上に役立

てようと企画された学外研修であった。
　参加した学生たちは、激流をチームワー
クで無事乗り越え、緩流では全員でオール
を一心に漕いだりし、ラフティング体験でこ
れまで以上に連帯感を深めたようであった。

経
ラフティングを体験

スリル満点のラフティングを体験

大友克之学長から壮行の言葉を受ける学生たち

学歯学部では、国際的な視野を持
ち、幅広く活躍できる歯科医師を育

成するために、毎年夏季休業期間等を利
用した学生の「短期海外研修」を実施して
いる。５年生を対象とした海外研修の費用
は全額大学で負担しており、学生にとって
は、海外の医療の現場を知る絶好の機会
といえる。
　７月22日（水）に壮行会が穂積キャンパ
ス内のサンライズで、大友学長、田村歯学
部長、藤原歯学部国際交流委員長ほか、引
率教員ら関係者が出席し開催された。今回

海外研修に参加する学生たちは、研修先
での各種研修プログラムに思いを馳せ、期
待に胸を膨らませると共に、それぞれの意
気込みを英語、スペイン語、中国語など研
修先の言語で堂々と発表していた。

　2009年度の歯学部短期海外研修は、４
カ国７大学でそれぞれ行われ、８月末ま
でに全て終了、将来の歯科医師たちにとっ
て実り多い海外研修となったようである。

本

歯学部海外研修を実施

チームワークの大切さを学ぶ

口腔医学院院長と対談
妹校協定を締結（1984年）している
北京大学口腔医学院の新院長（学

部長）に徐韬氏が就任した。本学では、8月
初旬に大友克之学長並びに藤原周歯学部
国際交流委員長が、宮田侑理事長の親書
（院長就任へのお祝い、両大学のさらなる
友好関係の強化を図る）を携え表敬訪問
を行った。
　表敬訪問では、大友学長から徐新院長
へ宮田理事長の親書が手渡されると共に、
就任をお祝いする言葉が述べられた。そ
の後、大友学長と徐新院長とは、朝日大学
並びに北京大学口腔医学院における中・
長期的な国際交流事業について、有意義
かつ実りある意見交換を行った。
　北京大学口腔医学院は人口13億人を
抱える中国最大の歯学部で、歯科医学の
中心的役割を担っている。

姉

北京大学との
連携強化

大友学長と徐新院長との対談

海外４カ国で研修

市民相談室 朝日大学では、地域の皆様との交流を深めるとともに、大学で行っている教育および研究の
成果を皆様の生活に役立てていただけるよう、市民相談室を開設しています。
それぞれの分野について専門の教職員が皆様からのご相談をお受けし、解決に向けての
アドバイスをさせていただきます。秘密厳守

▼  法律・経営に関すること

▼ 歯や体の健康に関すること

▼ 入試に関すること
◆法律・経営・健康相談

☎058-329-1199予約制 相談は電話による予約制です

E-mail：soudan@alice.asahi-u.ac.jp E-mail：nyushi@alice.asahi-u.ac.jp

◆入試相談

0120-058327
予約受付時間 ▼ 月～金…9:00～17:00／土…9:00～13:00

1984年　姉妹校協定を締結

1989年　日中教育研究施設（PDI）設立のための寄付

1991年　同研究施設完成

1993年　学生・教員の相互交流を開始（現在に至る）

2008年　同学院の新病院完成式典で宮田理事長が祝辞

◆両大学の交流のあゆみ
建学の精神に基づき積極的な国際交流を推し進める
本学では、同医学院との交流はすでに四半世紀におよぶ。

相談内容

フィンランド

中 国

中 国

ア メ リ カ

ア メ リ カ

ア メ リ カ

メ キ シ コ

2名

5名

5名

4名

4名

5名

5名

カリフォルニア大学
ロサンゼルス校

北 京 大 学
口 腔 医 学 院

テ キ サ ス 大 学
サンアントニオ校
ア ラ バ マ 大 学
バーミングハム校
メ キ シ コ 州 立
自 治 大 学

ト ゥ ル ク 大 学

第 四 軍 医 大 学

Special Report
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準優勝トロフィーと部員たち

「ぎふ清流国体」に向けて
総務委員会委員長に大友学長が就任

012年（平成24年度）の第67回国
民体育大会「ぎふ清流国体」の開催

が日本体育協会理事会（７月に開催）で正
式に決定された。県内での国体開催は
1965年（昭和40年）以来で、47年ぶり２
度目の開催となる。
　「岐阜県、日本の未来づくりにつながる
大会にしたい。」との古田肇知事の決意表
明がなされ、天皇杯（男女総合１位）・皇后

杯（女子総合１位）の獲得を目標とする岐
阜県は、今後、全県をあげて「ぎふ清流国
体」の開催準備が進められることとなる。
　このたび、その中心的役割を担う（財）岐
阜県体育協会（田口義嘉壽会長）の総務委
員会委員長に大友克之学長が就任した。

　朝日大学では、岐阜県との連携をはかる

２

学体育会バレーボール部は、6月に
兵庫県で開催された「西日本バレー

ボール大学男子選手権大会」に出場し、創
部以来初となる「準優勝」を成し遂げた。
　大会には、西日本大学バレーボール連
盟に加盟する、東海・関西・中国・四国・九
州から56チームが出場。予選に快勝した
本学バレーボール部は、本戦（トーナメント
戦）に第８シード校として参戦。初戦からベ
スト８をかけた第３戦まで順当に勝ち進

み、準決勝戦では、関西リーグの強豪チー
ム立命館大学にセットカウント３－１で勝
利し、みごと決勝戦へと駒を進めた。

　決勝戦では、惜しくも大阪産業大学に破
れはしたものの、これまで西日本インカレ
「ベスト８」の壁を乗り越えることができな
かった本学バレーボール部にとって、今大
会「準優勝」の栄冠は、「全国大会（インカ

レ）：上位入賞」への道へと続くであろう。
　昨年の北京オリンピックに全日本チーム
のスタッフとして参加した本学バレーボー
ル部井上監督の指導に期待が集まる。
　

本

月８・９日の両日にわたり関西CSC
（河内長野市）で行われた「第45回

西日本大学対抗選手権大会」において、本
学体育会自転車競技部は、スプリント、1㎞
TT、タンデムスプリント、4㎞IP、3㎞IP、ポ
イントレース、スクラッチレース、チームス
プリント、チームパーシュートの９種目で
優勝を収め、圧倒的な強さを発揮。今大会

の「総合優勝」を果たすと共に、この大会
４連覇の栄冠に輝いた。

　また、７月に開催された学生（個
人）チャンピオンを決める「第50回
全日本学生選手権」（山梨県境川自
転車競技場）では、１㎞TTで横関裕
樹（ビジネス企画学科３年）、タンデム
SPで大場政登志・吉田匡志のペア（同学
科３年）がみごと「準優勝」に輝いた。同選
手権では、そのほか４㎞IPで井関太一（同
学科４年）が３位入賞、タンデムSPで安部
賢太郎（法学科４年）・尾田将智（情報管

８

西日本インカレ「4連覇」達成自転車競技

バレーボール

全日本学生選手権では２種目準優勝

トップアスリートが集う

全国大会で
堂々の活躍

井上監督の手腕に期待

「西日本インカレ４連覇」を達成した部員たち

学生選手権で
準優勝に輝いた

タンデムSP

西日本インカレで準優勝 創部以来初の好成績！

理学科４年）のペアが７位入賞をはたし
た。

ことで、2002年度には体育会を設立しス
ポーツ強化に取り組んでいる。本年度は９
つのクラブが県から「強化指定クラブ」の
認定を受けている。本学体育会は「文武両
道」を旨とし勉学とスポーツに励んでおり、
全国大会や国際大会で活躍するトップア
スリートも多数在籍している。
　「ぎふ清流国体」の成功と、本学体育会
の活躍が期待される。
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朝日大学A  VS  朝日大学Bの決勝戦

ラグビー

ギフセブンスで
７連覇！！
東海リーグ制覇に向けて
好発進

育会ラグビー部は、本学穂積キャン
パス内ラグビー場で7月12日（日）

に開催された「第14回ギフセブンス大会」
に出場しみごと優勝、「７連覇」の偉業を
成し遂げた。「ギフセブンス」は７人制のラ
グビー大会で、今大会には８チームが出
場し予選リーグ戦と決勝トーナメント戦で
覇を競った。
　本学ラグビー部は岐阜県警や高山自衛
隊チーム等と対戦、圧倒的な攻撃力で勝
ち進み、決勝戦は、手の内を知り尽くした
朝日大学Aチームと同Bチームの対戦と
なった。結果は、朝日大学Bチームが31対
17のスコアで同Aチームに勝利し、みごと
優勝をはたした。
　昨夏、穂積キャンパス内に「全面人工芝
のラグビー場」が完成し、練習環境が整っ
たラグビー部、夏の菅平合宿を終え東海
リーグ（１部）での活躍が期待される。

体

大友学長に日本リーグ優勝を報告

男子卓球

日本リーグ優勝（２部）を報告
初参戦で栄冠をつかむ

学体育会卓球部（男子）は、「2009
年度前期日本卓球リーグ東京大

会」において、初参戦で２部リーグ優勝を
はたし、7月8日（水）に大友克之学長のもと
へ優勝報告に訪れた。

　米塚雅弘コーチ（本学職員）と増田友輔
主将（経営学科４年）をはじめ５名の選手
たちは、初参戦となった日本リーグ社会人
チームとの対戦について「全てが勉強にな
ることばかりで、一戦一戦の戦いが緊張の
連続であった。」と語り、大友学長からは、
「インカレや後期日本リーグに向け、体調
管理をしっかり行うと共に、他の学生の模

範となるよう文武両道をめざしてもらいた
い。」との激励の言葉が贈られた。
　「2009後期日本リーグ」は、愛知県体育
館で11月20日（金）～23日（月）の４日間
開催が予定されている。男女共に一部リー
グでの活躍が期待される。

本

卓球フェスティバル2009
十六銀行と共に卓球教室

け はばたけ だれもが主役をスロー
ガンに掲げた「2012ぎふ清流国

体」に向け、本学体育会卓球部、十六銀行
卓球部と岐阜県卓球協会の共催による

「卓球フェスティバル2009 in 岐阜アリー
ナ」が開催された。
　フェスティバル会場では、日本卓球リー
グ（１部）で活躍する全国屈指の実力を誇

る実業団チーム十六銀行卓球
部と昨年度インカレ（女子）を制
覇した本学卓球部が、普段間近
で見ることのできないラリーや
秘技を披露したり、年齢別レベ
ルに合わせた卓球教室を開い
たりと、会場内は卓球愛好者の
親子たちで熱気に溢れていた。
　参加学生からは、「卓球を通じ
て地域交流が深まり、有意義な
時間だった。」との声が聞かれた。

　また、当日は、「卓球＆国体ク
イズ王決定戦」、「国体へつなご
う！みんなで卓球リフティング大
会」なども行われ、2012年度開
催が決定した「ぎふ清流国体」
に向け大きな盛り上がりを見せ
たフェスティバルとなった。

輝

３年後は
「ぎふ清流国体」

他の学生の模範となれ

朝日祭告知!!朝日祭告知!!
「第39回 朝日祭」が

開催されます。
皆様お誘い合わせのうえ、
ご来場ください。

10 23● 24● 25●金 土 日期 日
2009年

● テ  ー  マ ／ 「サンキュー」
● 催し（予定）／ ライブコンサート、模擬店、
　　　　　　  フリーマーケットなど

盛りだくさんのイベントを予定
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学学生部主催の行事として「救急
法講習会」が穂積キャンパス内体

育館で7月18日（金）に行われ、各クラブの
学生や教職員ら70名が参加した。
　本講習会は、学校での事故に関して、特
にこの時期「熱中症」による事故が多数報
告されていることから、運動中、課外活動
中の「熱中症の危険性」や、いざというとき
の「心肺蘇生法」について、学生や教職員
が十分認識を高めることを目的に開催さ
れた。
　「熱中症」の講演会では、大塚製薬（株）
の講師から、「熱中症」の発生要因とその
対処法について分かりやすく講演がなさ
れると共に、実際のスポーツドリンクを利

用した補給法が示された。参加した学生・
教職員は、「救急救命」や「熱中症」を身近
な問題として捉え、みな真剣な眼差しで受
講していた。

　その後、いつどこで発生するか予測でき
ない災害に備え、学生生活における事故
防止の知識と、思わぬ事故や災害にあっ
た人、急病人に対する救急法（応急手当）
の基本的な技術を習得するための「救命
救急講習会」が行われた。
　講演会では瑞穂消防署救急グループの
署員を講師に招き、救急救命に関する講

覚えよう心肺蘇生法 救急法講習会を開催

本

学

人工呼吸法や
心臓マッサージを体験

演や実際にダミー人形を用いた「人工呼
吸法」や「心臓マッサージ」の解説がなさ
れると共に、参加者たちは実際に「AED
（自動体外式除細動器）」の操作体験を
行った。

「心臓マッサージ」を体験

北方署生活安全課長渡邉忍氏の講話

生部では、夏季休業を前に岐阜県
警北方警察署生活安全課の協力を

得て「犯罪に巻き込まれないように－薬物
犯罪等に手を染めないように自己防衛を
－」と題し、本学穂積キャンパス６号館大
講義室において「学生補導講演会」を７月
10日（金）に開催した。

　講演会では、はじめに山本英弘学生部
長の挨拶があり、その後、昨今多発してい
る薬物、銃器、ストーカー、悪徳商法等の各
種犯罪に本学学生が巻き込まれないよう
にと「各自の自己防衛のための意識高揚」
につながる講話や犯罪捜査の実例などが
渡邉忍北方署生活安全課長からなされた。
学生、教職員約200名の受講者たちはメモ
をとりつつ熱心に講師の話に耳を傾けて
いた。　

朝 日大学では、建学の精神に謳う「国
際未来社会を切り開く社会性と創

造性、そして、人類普遍の人間的知性に富
む人間の育成」の理念のもと、岐阜県下の
高等学校との高大連携をはかり英語教育
技術の向上及び英語教育の継続性を保持
するため、岐阜県教育委員会の後援による
「岐阜県英語教育研究セミナー」を「英語
弁論大会」と共に開催することとなった。

英語弁論大会25周年記念

学生補導講演会を開催岐阜県英語教育研究セミナー

犯罪に巻き込まれないために

▼  講演会 「通訳と英語教育」
小松  達也 氏

「我が国の英語教育に思う」
山岸  勝榮 氏

・ 明海大学名誉教授
・ サイマルインターナショナル顧問

・明海大学外国語学部英米語学科教授

▼  日　時

▼ 会　場

2009.11.7（土） 
10:00～11:30
朝日大学（穂積キャンパス内）

主　　催  ▼   朝日大学

後　　援  ▼   岐阜県教育委員会、瑞穂市、岐阜市、中日新聞社、NHK岐阜放送局

日　　時  ▼   2009年11月7日（土）13:00～

会　　場  ▼   朝日大学（穂積キャンパス内）

応募資格  ▼   日本国内の高等学校に在学している生徒（ただし英語を第一言語としない者）

論　　題  ▼   自由（発表時間 5分以内厳守） 個性的・独自性のある内容・表現を求む。

締　　切  ▼   2009年10月2日（金）必着

提出及び  

▼

  〒501-0296 岐阜県瑞穂市穂積1851 朝日大学 学生厚生課内 英語弁論大会実行委員会
問い合わせ先  　  TEL（058）329-1082・1083　FAX（058）329-1084　E-mail gakusei@alice.asahi-u.ac.jp

表  彰  等  ▼

  最優秀賞、優秀賞、奨励賞、中日賞、岐阜県教育委員会賞、瑞穂市長賞、岐阜市長賞、
　　　　　   参加賞、応募記念

入試情報  ▼

  応募者は「2010年度AO入試（社会・文化活動）」の出願条件に該当する者として認定。
　　　　　   詳しくは朝日大学入試課まで。　TEL（058）329-1088　FAX（058）329-1089

朝日大学第25回高等学校英語弁論大会
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